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用されるべき自分野の防災に関連した信頼性の高いデー

タや情報を，それがどのような情報媒体であっても媒体

による制約を受けずに，親しみやすいユーザー・インタ

ーフェースを使って，どこからでも，情報検索可能にす

るような研究支援基盤の構築が必要であると考えた．

大学機関を中心とした研究機関では災害に係わる多岐

にわたる領域の研究が活発に行われている．防災研究領

域は，災害発生の外力や被害に関する要因等の災害現象，

災害情報等の災害科学，土木工学や統計学，システム工

学等の社会工学，心理学や社会学，経済等の社会科学，

そして災害史に大きく分類され⑳，それぞれの研究者が

独自の手法で情報を収集，処理，分析し研究成果をあげ

ている．

防災研究者の研究を進める上で重要なプロセスとなる

情報収集・分析等のプロセスにおいては，災害現場やヒ

アリング等研究の焦点となる現場に赴き，データを収集

する方法やインターネットが普及している現在では情報

検索サービスを利用し，情報を収集する方法が主流とな

っている

代表的な情報検索サービスのポータルサイト314)を利
用した情報検索では，キーワードが含まれる全ての情報

を表示するという検索サービスの特徴から研究者の意図

とは必ずしも一致しない多くの情報が検索され，これら

多くの情報を理解し，意図する情報を収集するまでには

多くの労力を要する．また，出版物に関する検索サービ

スｓ)では出版物の情報とともに関連する出版物の情報を

容易に追跡することができる，優れた検索機能を有する．

さらに近年強力な研究支援ツールとなっているＧＩＳ（地

理情報システム）もデータ等の収集に関してクリアリン

はじめに１． 

(1)研究の背景

防災の世界は，多くの学問分野の協働を必要とする学

際領域であるとともに，実務家と研究者の協働を必要と

する実学的な分野である．このことは，誰一人として防

災の世界すべてに通暁することは難しく，分野を異にす

る人同士，あるいは世界を異にする人同士の情報交換を

可能にする場の存在が防災の世界の発展にとって不可欠

であることを意味している．これまで林らは電子空間上

に防災のためのコミュニケーションの場を構築し，防災

研究の成果を防災実務者や関心を持つ市民に体系的にか

つ興味深い情報として提供することに挑戦してきた．そ

の成果の一例が防災分野を都市空間になぞらえた防災の

ためのデジタルシティの榊築である．２０００年に内閣官

房が主催した「インターネット博覧会(略してインパ

ク)」で，防災分野の情報ボータルの提案として「災害
と防災の世界一そなえる・たたかう.のりこえる」を公

開し，現在まで運営してきている．’)防災研究の進展に
は新しい対応の研究の推進が不可欠である．そのために

は既存の防災分野内での理解の深化をめざす研究と同時

に，新しい研究領域の開拓や，それまで断片的に行われ

てきた研究を体系化し総合化することが必要となる．し

かし，分野の専門化が進む現在，研究者にとっては，他

の分野のデータや研究成果はしばしば使いづらく，理解

しがたいものである．そのために，適切な説明が得られ

なければ，有機的な連携が妨げられたり，誤解による結

果のミスリードが発生したりする．そこで，分野横断的

な防災研究を推進するためには，他分野の研究者にも利
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グハウスを構築しデータのダウンロード等非常に優れた

仕組み⑩,刀を持つ．しかし，これらは出版物や地理的な

空間データというそれぞれの検索システムに依存したリ

ソースのタイプに限られた仕組みであり，研究者のニー

ズを満たす包括的な仕組みとはなり得ない．

一方，災害情報や防災研究に関する情報検索8),,),[O)，
皿)では，阪神・淡路大震災に特化した情報検索や特定の
機関が発行する刊行物の検索，それぞれの機関が所有す

る冊子の検索等が可能であるが情報の内容，リソースの

タイプともに非常に偏ったデータベースとなっている．

つまり防災研究者は，様々なデータベースに何度もアク

セスし，その度に検索された情報を理解し，意図する情

報を収集するプロセスを行っていることとなる．

に関する取り組みはRcdlandslnstituteによるSaltonSea

DatabascProgram，，（SSDP）’3)において先駆的に進められ
ている．ＳSDPとは，カリフォルニア州の南に広が

る，，SaltonSea?，をフィールドとし，生態系保存等を目的と

した環境分野のプロジェクトである．ＳSDPでは研究者

のニーズを反映し，リソースのタイプに依存せず，共通

の標準的な仕組みをもとに情報を蓄積することができる

ことを明らかにした．

ＳSDPと研究領域は異なるが，防災研究者についても

類似したニーズが考えられ，防災研究を進める上で効果

的に役立つRSIIとしてのクロスメデイアデータベースと

は，多くのリソースタイプを蓄菰するための標準的な

カタログの仕組みを構築し，防災研究プロセスで生まれ

たリソースの関連性や研究者の意図を生データとともに

蓄積し，他の研究者がこれらの情報を検索することがで

きるデータベースである．（図１にクロスメデイアデー

タベースの概念図を示す．）

本稿ではSSDPで構築されたシステムを基に、クロス

メデイアデータベースのコンセプトデザインを行うとと

もに，データベース，アプリケーション等のプロトタイ
プとしてのシステムデザインを行った．ＳSDPではデー

タベースにおけるスキーマ及びメタデータの定義などが

生態学領域を主眼においたものであり、またシステムが

イントラネットやスタンドアロンといった限られた範囲

での使用が目的とされていたが、本研究ではSSDPの概

念を共有しつつ、防災領域の研究ニーズに合った、また

インターネットでの幅広い利用を目的とした、クロスメ

ディアデータベースの開発ならびにシステムの構築を行

った。さらに，Webアプリケーションを通したユーザー
インターフェイスによる情報検索機能等の仕組みについ

て述べるとともに，今後の防災研究に役立つデータベー

スの方向性を検討したものである．

(2)研究の目的

本研究は防災研究者による防災研究のためのデータベ

ースの仕組み，検索・表示機能を含む包括的なデータベ

ース（クロスメディアデータベース）を設計，開発する

ことを目的としている。本稿ではその概念についての説

明を行うとともに，現在開発中のプロトタイプを紹介す

る．

防災研究者のための効果的かつ包括的なデータベース

のニーズとは，防災領域研究を効果的に進めるために，

1.必要とする情報を少ない時間と労力で探し，入手する

ことができること，２.データベースに蓄積されているデ

ータそのものやデータに関する内容が容易に理解・利用

できるよう，質が高いこと，３.書籍，報告書，論文，写

真，地理的な空間データ等リソースのタイプに依存し
ない横断的なデータベースであること等が挙げられる．

さらに，研究結果だけではなく研究プロセスの中で生デ

ータを処理，統合，分析し，情報の意味づけを行うこと

によって生まれた知繊切を他の研究者が理解できる形式

で蓄積すること，日本や１つの研究機関に特化したもの

ではなく，国際標準のデータセット等に準拠しているこ

とが挙げられる．これらの観点を満たすデータベースが

将来的に持続可能なデータベースであり，生データ，デ

ータに関する内容，知識の集積した研究者のニーズを満

たす包括的なデータベースとなり得ると考えている

本研究では，この包括的なデータベースの概念・仕組

みをRSn(ResearchSupportlnfbrmationlnhastructure)と位
置づけている．

Ｍ駛

２．クロスメデイアデータペースの概要

防災研究を進める上で利用するリソースは地震動のデ
ータ，被災地の写真等防災領域特有のデータや国勢調査
等の統計データ，基盤図等の一般的なデータが考えられ，

テキスト，イメージ，オーディオ等多くのリソースのタ
イプが存在している．さらに，これら多くのリソースの

タイプはいくつかのフォーマットタイプを持っている．

（例えば，イメージであればG正，JPEG，ＢＭＰ等）また，
これらの情報の内容が時間的な意味を持つもの，空間的

な意味を持つもの等が存在している．さらに，リソース

の内容が１つのリソースで説明できるものもあれば，リ

ソースどうしの関連性によって成り立つ，関連性によっ

てさらに意味が深まる，または異なる意味を生み出すも

のも存在する．

このような研究者のニーズを満たすデータベース構築

図１クロスメデイアデータペースの概念図

３．クロスメデイアデータペースのコンセプトデ
ザイン

防災研究者は多種のリソースのタイプを効果的な手段
で利用したいというニーズを持っている．クロスメデイ
アデータベースは研究者等により広く活用されているデ

ータの種類や、国際基準に基づいたデータに関する属性
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クロスメデイアデータベースでは，メタデータの各要

素を１２のリソースタイプに共通する要素（Common

Elemcms）と各リソースタイプ特有の要素（Attribute

Elcments）を定義している．Attributesでは，各リソース

タイプにおいて国際的標準フォーマット（ユニバーサル

スタンダード）が存在し，国際的標準フォーマットに

準拠した要素としている．

a)共通要素（CommonElements）
クロスメデイアデータベースでは，いずれのリソー

スタイプにおいても付与すべきメタデータの要素として

共通要素を定義している．例えば，リソース特有のＩＤ，

メデイアタイプ，フォーマットタイプ，＝ンテントタ

イプ，言語タイプ，リソースの公開可否，タイトル，

アブストラクト，アクセス・利用制限，リレーション

シップ，フットプリント，作成日時・内容の日時，連絡

先等である．

また，これらの要素は後述するDataEntlyToolを通し
て入力するが，入力する情報が複数の情報から選択可能

な場合は統制語藥(3)としている．統制語葉を用いること

によって入力するユーザーの労力を少なくするとともに，

情報の質をコントロールすることができる．

b)各リソースタイプ特有の要素（AttributeElemcnts）
各リソースタイプは特有のメタデータ要素を持つ．リ

ソースタイプごとに国際的な標準フォーマットが定義さ

れているものもあり，クロスメディアデータベースでは

Attributesにおいて国際的な標準フォーマットに準拠した

メタデータ要素を定義している．例えば，MARC21脚は

書誌情報，DublmCord5)はネットワークリソース，
FGDC(`)は空間情報を記述するための標準的なメタデー
タフォーマットである．以下に各リソースタイプが準拠

しているメタデータフォーマットを示す．

・Audio:ＭＡＲＣ2114）

・Data:ＦＧＤＣｌｓ）

・Document:ＭＡＲＣ２１

・Event:GaleAssociations1q

・Geospatial:ＦＧＤＣ

・Image:VRACategories1D，Kodak，ＭＡＲＣ２１
.Intemet:DublinCordB) 

・Model:UCSBworkonComputerModclMetadatａ

・Organization:GaleAssociations
・PcrsomGaleAssociations

・Study:FGDCBiologicalExtensions
・video:DublinCore

（３）リレーションシップ

研究者の研究プロセスの中では多種多様なデータ/情

報を処理，統合，分析する．そのプロセスの中では，複

数の生データを処理・統合して生まれたデータ等が存在

するとともに研究者の意図とそこで生まれた知識が存在

する．さらに，ある論文の筆者が誰なのか，どの組織に

属しているのか，論文はどのようなカンファレンスやイ

ベントで発表されたものなのか，筆者の興味のある分野

（学会）は何であるのか等の関連性も存在する．

クロスメデイアデータベースでは，定義した１２のリ

ソースタイプ，それぞれにおいて考えられるリソース間

の関連Ｉ性を事前に定義している．この明示化されたリレ

ーションシップによってユーザーは目的とするリソース

と関連するリソースを明確に理解し，効果的に入手する

ことができる．例えば，Audioは，，Subject，，(１２のリソース
タイプ），，，Prcsentcdaf，(Event，Organization)，
“Componentof，(Audio，Document，Intemet，Study， 

情報の記述方法、また情報の検索手法などを含め、研究
者がより効率よく活用できるよう、以下の点を考慮した
システムの設計を行った。

①多種のリソースタイプ，メディアタイプ(】)，フォーマ
ットタイプ②を対象としたマルチリソースタイプを包括
するデータベースである．

②国際的に標準化されているメタデータフォーマットを
考慮したメタデータセットとメタデータを活用すること
によりマルチリソースタイプのリソースを統合している．

③マルチリソースに対応したリソース間の明示的な関連
性（リレーション）を定義し，その関連性を付与するこ
とができる仕組みを構築している．

④時間・空間・テーマに基づく情報検索が可能なソフト
ウエアとしての機能を有する．

⑤ステークホルダーのニーズに対応して機能や定義を追
加できる拡張性・柔軟性を持つ．

これらの点を具体化するために、以下の設計要因がク
ロスメディアデータベースのシステムに取り入れられて

いる。

(1)マルチリソースタイプ

クロスメディアデータベースで対象とするマルチリソ

ースタイプとは情報/データそのものであり，以下の１２

のリソースタイプに定義される．これらのリソースタイ

プはTheDUbUnCoreMetadataInitiativeが定義するType

Elementのリストなどを元に、RedIandslnstituteが研究等

で使用される主なリソース類型を集約したものである。

①Audio:全ての物理的なメディアに記録されている音ま
たはデジタル音源

②Data:主に実験，測量や調査で得られた数値及びアンケ
ート調査等の生データ

③Document:全ての物理的なメディアに記録されている

研究，調査や会議等の記述やデジタル文書

④Event:活動，会艤やカンファレンス等

⑤Geospatial:位置座標を有する地理的な空間データ
⑥Image:写真や絵画等に代表される位置座標を持たない
グラフィックス

⑦Internet:インターネット上にあるリソース

⑧Model:物理的現象をモデル化するためのコンピュータ

ー・ソフトウエアプログラム

⑨Orgmization:組織
⑩Person:人，個人

⑪Study:研究や調査等のプロジェクト
⑫video:全ての物理的なメディアに記録されている映像
またはデジタル映像

(2)メタデータ

メタデータとは，リソースを効果的に繊別・記述・検
索するために，その特徴を記述したデータであり，リソ

ースの作成者，作成期日や内容等を記述したものである．
クロスメディアデータベースではメタデータを活用す

ることにより多種のリソースタイプ，メディアタイプ，
フォーマットタイプをデジタルデータであるか否かにか

かわらず統合的にデータベースに蓄積し，ユーザーが検

索する仕組みを構築している．したがって，研究者はク
ロスメディアデータベースに蓄積されているメタデータ
を検索し，そのリソースが必要であるか否かを迅速に判
別し，そのリソースが公開されているのか，公開され
ている場合は入手できる場所・スペース・連絡先等を特
定することができる．
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a)アプリケーション・レイヤー

アプリケーション・レイヤーは，'Catalogef，と''Rcsomce
Rctricvef，の２つのアプリケーションから成り，以下のコ

ンポーネントから構成されている．

・Cataloger

DataEmyTool：ユーザ（主にアドミンの権限を持つ
者）はこのインターフェイスを介してリソースに関する

情報をデータベースに入力する．

CatalogTool:ユーザ（主にアドミンの権限を持つ者）は
このインターフェイスを介して目録の定義に関する編集，

例えば統制語葉や分類項目などの編集を行う．
・ＲＣＳourceRemever

SealchandQuelyTml：ユーザはこのインターフェイス
を介してリソースに関する検索を行う．検索結果はリソ

ース別にツリー表示される．

MctadataDisplaylnterface:ScarchandQucryTbolの検索結
果で表示されたリソースを選択する事により，そのリソ

ースに関するメタデータが表示される．ここで表示され

るメタデータは全てCatalogerのDataEntryToolで入力
された情報である

TimelincDisplayIntcrfhce:SearchandQueIyToolの検索結
果で表示されたリソースを時間軸（例えば，出版された

日付，データが作成された日付，また講演が行われた日

付など）に沿って表示する．

SpatialDisplaylnterface:SearchandQucIyToolの検索結果
で表示されたリソースを地図上（例えば，出版された場

所，データが作成された場所，また講演が行われた場所
など）で表示する，

b)サービス・レイヤー

サービス・レイヤーはクロスメデイアデータベースに

おけるクライアントであるアプリケーション・レイヤー

がリクエストする機能を提供するコンポーネントから構

成されている．

・CatalogandSemhWebServices:Catalogerで使用される，
データベースにリソースに関する情報を新規に格納する

機能，また既に格納されている情報を編集及び削除する
機能などを提供するためのWebSewiceの集合体である．
これはユーザ・クライアントのアプリケーションがクロ
スメデイアデータベース及びサーバ機能にアクセスする
ための主なインターフェイスである．）nvL/SOAPベー

スのどのようなクライアントからでも呼び出しを行う事

が出来るようWCbServiccを使って構築されている．

・ScamhandQue[ｙAPI：クライアント・アプリケーショ
ンからの検索やクエリーのリクエストをクロスメデイア
データベースに送り，指定されたフォーマットで結果を
クライアントに返すためのプログラミング・インターフ
ェイス．

・ArcnVlS及びArCnVlSSewicc:インターネットで地図配

信を行うためのＧＩＳサーバソフトウェア及びサービス．

video，Image)，“Commissionedfbr，，巴vent，Person，

Study，OIganization)と各リソース間で考えられるリレー
ションシップを定義している．

(4)時間・空間・テーマに基づく情報検索

クロスメディアデータベースでは，時間・空間・テ

ーマに基づく情報検索により新しい形で検索結果を表示

することができる．ユーザーはＤａｔａがどの場所で観測

されたデータなのか，写真がどの場所で撮影されたもの

なのか等空間的な位置情報とともに知ることができる．

一般的にはGIS等で用いられるデータが空間的な位置情

報を有している．クロスメデイアデータベースでは，
１２のリソースタイプ全てにフットプリント（位置情

報）を付与することができる．また，ユーザーは時間の
幅を利用してリソースを検索するかもしれないメタデ
ータ要素であるリソースの作成日や内容の日時を利用し

て，リソースを時系列的に検索・表示することができる．

(5)システムの拡張性・柔軟性
クロスメデイアデータベースは研究者のニーズによっ

て成長するという概念を持っている．統制語蕊の内容の
追加や，リレーションシップの新しい定義等を追加・変
更等が可能な拡張性・柔軟性を持っている．

４．システム設計

(1)システム設計

クロスメディアデータベースはデータベースにアクセ

スするためのユーザインターフェイスとして，リソース
に関するメタデータを作成する機能を提供す

る"Cataloger,，，検索やクエリーを行いリソースに関する
情報を表示させる機能を含む"RcsourccRctlievef'の２つ
のアプリケーションを持つ．これらのユーザインターフ

ェイスはクロスメデイアデータベースにおけるコアアプ
リケーションとして，データベースにリソース情報をロ
ードする機能，検索やリソース情報表示のためのリクエ
ストをサーバーに送る機能，また検索結果にリストアッ
プされたリソース情報を実際にディスプレイする機能な
ど，主に「クライアント」としての役割を担う．その他
の＝ンポーネントとして，インターフェイスには出現し

ないサーバー機能も含め，図２のようにそのアーキテク

チャは４層構造からなる．

c)データ.アクセス・レイヤー

・ＤａｔａAPI:データベースへのアクセスを可能とするオ

ブジェクト型プログラミング・インターフェイス．この

インターフェイスを介しクロスメディアデータベースに

格納されているデータを抽出する．これには異なるデー
タベースをサポートするためのクラスが幾つか含まれて
いる．

・AIcSDE：リレーショナルデータベースに空間データを

格納するためのサーバソフトウェア．
図２クロスメディアデータペースのアーキテクチャ
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ソースを記録する最も中心のテーブルであり，リソース

の情報が追加される際には，それぞれのリソースに固有

の、（Resourcem)をシステムが自動的に付加して
ResourceBaseテーブルに記録される．他のテーブルでリ

ソースを参照する際には，このResourccmが用いられ

る．題名，アブストラクトなど，それぞれのリソースご

とに特有であり，通常他のリソースに対しては用いられ

ない要素については直接それらの値が，形態OViediaWpe）
や形式(FomnatType)など，選択肢から選ぶものに関して
は，選択肢のｍが，RcsourceBaseに記録される．

各Ｄソースに対して複数を選択肢から選ぶことがあり

うる項目，たとえば言語やキーワードなどに関しては，

相互参照テーブルを間にはさんで，Resourccmと選択肢

のｍの組が記録される．

・AttributcElements:AttributeE1emcmsとは，たとえば文

書における巻号やISBN，画像における縦横のサイズや

色数など，他のリソースタイプには現れない内容である．

これらはそれぞれのリソースタイプごとに用意されたテ

ーブル（図３－⑨ResourceTypes）に記録され，

Resourcemを用いてResoumeBaseと結び付けられて

いる．．

b)Relationships（図３－③Relationships）

クロスメデイアデータベースでは，あるリソースと別

のリソースとの関係を記録することにより，それぞれの

関係性を辿った検索を行うことが可能である．これを

Relationshipsと呼んでいる．ここで扱う関係とは，具体
的には，「文書」リソースと「人物」リソースの間の

「著者」といった関係や，２つの「文書」リソースの間

の「参考文献」といったものなどである．これらはその

Rekxtionshipsがどのリソースタイプを結ぶものであるか
によって，選択されうるものが限られる．

Relationshipsは，あるリソースを入力するときのみな
らず，後貨から追加することも可能である．

d)データ・レイヤー

・クロスメディアデータベース:全てのデータベースリ

ポジトリを総称してクロスメディアデータベースと呼ぶ．
これにはリソースに関するメタデータ及びＡｪ℃SDBを介

して格納された空間データが含まれる．

・SpatialFootprim:リソースに関連する位置情報を格納す
る空間データ．

・XMLMetadata:AIcCatalogによって作られるＸＩｖＬフォ
ーマットの空間データに関するメタデータ．

・LocalResourceData:ＭＳＷｏｒｄ，ＭＳＥｘｃｅＬＰＤＦ，イメ

ージデータ等のデジタルフォーマットのリソース．

(2)データベーススキーマ

クロスメディアデータベースは，図３で示すようにい

くつものテーブルと，それらの間の関連性で構成されて

いる．これらのテーブルは，大きく分けて，リソースそ

のものに関するデータを格納するテーブル群ORcsource

E1emems)と，リソース間の関係を格納するテーブル群
(Rclationships)に分けることができる．
a)ResourceElements 

リソースそのものに関するデータには，それぞれのリ

ソースのタイプに依存しない要素(CommonE1ements)と，
タイプに特有の要素(AttributeE1cments)がある．
・CommonElements:CommonE1emcnts（図３－①

ResourceBase，②ResourceAccessandStorage，③ 
AccountAdministration，④Dates，⑤Resource 

Contact，⑥ResourceAdministration，⑦Resource 
ldentification，⑩Spatial）とは，題名，キーワード，

アブストラクト，発行日，資料の所在地，リソースのタ

イプ名など，あらゆるリソースに対して同じように記録

されるべき要素の集合である．

このうち，各リソースに対して１つしか記録されない

ものに対しては，ResourceBaseというテーブルに記録さ

れるこれは，クロスメデイアデータベースにおいてり

△－.ゴム■=~上些｡､、

…閻曇二 、 席

石司一H巴 一旬一一一
■Ｉ■つ｡￣Ｌ＿一ｍ ‐￣ 

■~￣ワ唖

一’一 的

一一一一

□毎

“瓜の ■ 

■回■￣
、句、可

嘔
Ｒ●＝QP-些冨壺一坐色

一》》－１ 鰐 ＝－－や一

、

■
ね

『一一一

￣bＣ－－ 一一一 中■P■ご~■詞点
Ｒ０ｈＵ切河N御

●■１粁~雪江肉
席

:鑿
一一一一四 面、 －－ 

館》》 Ｗ￣旬、ロ
ーヰ 一函■￣雨

瓦１－ ￣￣■￣ 

ｎＵ ■、壁古和
－－ 

耐、戸■■

翠毎目邑6Ｆ
吋１戸専一■ 

①
“
 

騨騨一雲騨》》

面

ｍＩ－■垂■

⑧ 
■、印吋 面

面
団町、 ⑬－－負毎Ｆ､牝

、 、【－ｍ ｍ［￣ ＝￣￣＝ 
－－－ 、敏０ 一一、

凶 配
■

一一、ｎ用ﾛーーー

、
耐

S津山Ⅱ

－…電霧司麗
､■ 

■、■知8

》
鱸騨露》》》

一一》

域!￣･□￣Ｌ」知１－醜灯

７ 叱函幻向竝 ｡ 

一一 ・一一－－－両 、ﾛ
画■ 

噸Ｂ型迫ロ乃戸⑪ 》
一》

》》⑩ ⑩ 

－函一Ⅱ砥、Uご￣－０匹型匹竺－－匹= 吋勾？｡￣や■■ ￣輯ﾛﾛ廃毎？￣■￣̄ n日二二要や堂■ⅡＵ閲兵01--￣■ 》一一瀞蝋》

》｛ 一一》『一一 ▽牢

蘆、界０ 》－
》

●一一｛・一●

●一一｛・一●

－－－■ ■ 

、￣ご匁一…

⑨ 

図３データペーススキーマ

-３１９－ 



(3)ユーザーインターフェイス

クロスメディアデータベースのユーザーインターフェ

イスは大きく分けて，,Cataloger，と，，ResourceRctriever,，の２
つのインターフェイスを有する．図４はユーザ（主にア

ドミンの権限を持つ者）がリソースの題名，著者名，主

題，発行日，アブストラクト等のメタデータを入力する

ためのDataEntlyToolを示す．図５はユーザーがリソー
スの検索を行うScarchandQuelyTbolを示す．キーワー
ド入力による基礎的な検索の他，図６に示す詳細検索，

さらに図７に示すようにリソースタイプからの検索も可
能である．図８では検索したリソースの内容（メタデー
タの記述内容）を示している．メタデータ要素の記述内

容の他，リソース間の明示的なリレーションシップの情
報を得ることができ，関連するリソースを横断的にたど
ることができる．また，データベース内に生データがあ
るものの－部は，図９のようにリソースそのものの内容
を表示することができる．図１０にはリソースの地図表

示を示す．ＧＩＳの機能を用いることによって，フットプ
リントに基づきリソースを地図空間の中にプロットする
ことができる．図１１にはリソースの時系列表示を示す．

キーワード等による検索結果を時系列テンプレートに自
動的にプロットすることができる．時系列表示，地図表
示機能は検索結果の新しい表示機能であり，高度なニー
ズを持つ研究者にとっては有効な機能であると考えられ
る．

ら
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図６詳細検索の画面

図７リソースタイプからの検索画面

図４DataEntryToo1の画面

図８メタデータとリレーシヨンシツプの表示画面

図５ペーシツクサーチの画面
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イアデータベースの役割を明らかにした．その特徴は，

マルチリソースタイプを対象としたデータベースである

こと．マルチリソースタイプのリソースを統合するため

に，国際標準のメタデータセットに準拠していること．

リソース間の明示的な関連性（リレーション）を格納で

きること．時間・空間・テーマに基づく情報検索が可能

であり，時間・空間による検索結果の新しい表示機能

を搭戦していること等である．これらに基づきコンセプ

トデザインを行うとともに，システム設計を行った．シ

ステム設計では，クロスメデイアデータベースのアーキ

テクチャを４層構造から設計し，同時にメタデータに関

するデータベーススキーマを設計した．最後にユーザー

インターフェイスを通して，クロスメディアデータベー

スの機能を示した．

本研究では，防災研究者の防災情報共有のためのクロ

スメデイアデータベースの開発を目的とした．クロスメ

ディアデータベースはステークホルダーの積極的な参加

によって成長するデータベースである．

また，阪神淡路大震災からの復興過程に関して存在す

るさまざまなメディアによるデータを統合的に格納する

試みを通して実証試験に入っている．’9）

残された課題は，メタデータとして入力すべき項目や

そこで用いられるキーワード（これを統制語葉という），

さらに基本となるリレーションシップに関しては，防災

学の各分野に適合するようにカスタマイズする必要性で

ある．現在のクロスメデイアデータベースはデータ形式

に関しては世界標準に則りデーベース内に格納可能にな

った．しかしデータ内容については，どのようなメタデ

ータカタログを適用するかは防災研究者の見識が問われ

る部分である．

本研究では、京都大学防災研究所内の関連する複数の

研究センターから成る作業部会を発足し、これらの課題

に取り組んできた。その結果現時点での試案では，災害

タイプ，研究対象，研究タイプの３側面に関して統制語

葉を設けるべきだという答申を作業部会から得ている．

災害タイプでは，地震災害，大気災害，水災害，地盤災

害，火山災害，雪災害，交通災害，原子力災害，危険物

災害，火災，公害，戦災・テロ・疫病があげられている．

また研究対象では，予知，耐外力，外力予測・評価，被

害予測・評価，計画，法律・条例，教育・啓発，応急，

復旧，復興がある．さいごの研究タイプは，観測・測

定・調査，理論・メカニズム，情報伝達，情報技術にわ

けられる．これらの案は，防災基本計画，各学会におけ

る部会分けや，各種災害事典における分け方をもとに設

定された分類である．しかし，こうした分類は「分類す

ればいい」という性質のものではなく，多くの人々がそ

れに従う，世界的な標準にならなければ意味がない．ど

んどんと変化し進化する学問領域をもれ落ちなく分類で

きるカタログシステムの構築は形容矛盾かもしれないが，

世界で承認される次善の枠組みは少なくとも構築する必

要がある．

そこで，さまざまな防災分野にかかわる人たちが，世

界から集い，どのような枠組みを採用することで，世界

の防災分野をもれなく，しかも体系的にカタログ化でき

るかについて，意見を交換し，合意を見出す手続きがど

うしても必要である．そのために，本年度には「防災分

野における統制語葉の国際標準の確立にむけた国際準備

会議(PrcparntolyWorkshoponlntemationalStandaIdization

ofContmllcdVocabulalymDisastcrScience）」の京都市で
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図ｇリソースの表示画面

図１０検索結果の地図表示画面

図１１検索結果の時系列表示画面

５．まとめ

本研究では，防災研究者が情報共有し，効果的に研

究を進めるための基盤をRSII(RcserchSupportlnfbrmation
Inhastructure)と位置づけ，研究者のニーズに応えるため

のクロスメデイアデータベースの開発を行った．ステー

クホルダーとしての研究者のニーズを満たすクロスメデ
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の開催を計画している．世界各地で防災研究に熱心に取

り組む国や地域から防災情報の集約にかかわる業務を担

当する組織の担当者を集め，今後３年間で防災統制語蕊

の国際標準化を目指したいと考えている．

本稿で提案したクロスメデイアデータベースは，防災

研究者のための研究基盤であり，データベースに蓄積さ

れる生データやメタデータ，データベースの仕組みはス

テークホルダーとして参加する防災研究者の讃極的な参

加・利用によって成長・発展する．これまでの研究者個

人に依存したデータ/情報の管理ではなく，研究者の取

り組みや知識を共有する体系的な仕組み・取り組みこそ

が防災研究の質を高めることにつながると考えている．

7)東京大学空間傭報科学研究センタークリアリングハウス

httpWWww・csis､u-to町０.acjpOapancse/

8)内閣府（財）阪神・淡路大震災記念協会：阪神・淡路大震災
教訓情報資料集，htqMWww・hanshin-awaji､orjpﾉﾘgoukunノ

,）総務省消防庁：阪神・淡路大鰹災関連情報データベース，

httpWSinsai,fUmagojp／ 

10)京都大学防災研究所防災研究所年報検索

httpWWww・dpri・町oto-u､acjp/Web-j/indeX-ammals・html

ll)河田恵昭他：防災問題における資料解析研究（30），京都
大学防災研究所年報，第４６，ｐｐ､86-106,2003

12)クリス・マーシヤル：企業情報システムの一般モデル
ＵＭＬによるビジネス分析と傭報システムの設計，ピアソ

ン・エデニケーション，2001

13）RedIandslnstimte：SaltonSeaDatabasePmgrml（SSDP） 

ｈｔｔｐＷＷｗｗ・institutc･鑓dlands・cdu/Salton/

14)MARC21httpWWww,IOC､goWmalC/ 

１５)FGDChtlpWWww・fgdc・goW

16)GalchttpW213.132.35.42/Prcducts/PRODUCrSl/SP/glencass・htm

l7)VRAht1p:"Scvcmdmu､ac､uk/elise/el2deUs/Ｗａｖｃ・hmlW1

18)DublinCo”Metadatainitiativc，htmWdublincorcprg／ 

19)下田渉他：体系的な震災理解のための参加型麗織共有シス
テムの構築，地域安全学会輪文報告集，No.５，ppJ05-112，
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補注

(1)データ/情報が蓄積されている物理的なものを指す．例えば，
紙，フィルム，ＣＤ，ＤＶＤ等

(2)デジタルまたはハードーピーのフォーマット例えば，文書
であれば，DOC，ＴＸＴやスプレッドシート

(3)傭報検索において，索引語として利用する鰭を限定し，その
意味範囲や使用方法を規定したもので，統制語ともいう

(4)ＵＳＭARCとＣＡＮＭＡＲＣとを鯛整した新たな情報交換フォ
ーマットで米国議会図番館におけるパイロットプロジェクトを

経て轡誌情報を扱う標準的なフォーマットとしてアメリカ国内
外に広く普及した．

(5)ネットワーク梢報資源を記述するための１５のメタデータ要
素１.Title，２．C唾ator，３.Subject，４.Description，５Publishcr，

6.Conmbutor，7.,ate，８.Type，９.Fomnat，l01dentificr， 

１１.SouTce，12.Language，１３.Relation，l4CoveragcD 

15Rights）と記述限定子（要素詳述とコード化スキーム）から
なる．

(6)Fcdcra1GeographicDataCommmccによるデジタル空間データ
のメタデータ国際標遡
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